
主催：東北大学大学院経済学研究科地域イノベーション研究センター
 公益社団法人関西経済連合会
開催協力：一般社団法人東北経済連合会
申込み･お問い合せ先 （連絡先）：地域イノベーション研究センター
〒980 - 8577 仙台市青葉区片平2丁目1-1 エクステンション教育研究棟6階
TEL: 022-217-6265　　FAX: 022-217-6266　　E-Mail: sympo2015@econ.tohoku.ac.jp　　
Homepage: http://rirc.econ.tohoku.ac.jp/

2015年10月10日(土)、11月15日(日)、12月5日(土) 
東北大学 片平キャンパス エクステンション教育研究棟6階 講義室A

小谷 眞由美 氏
株式会社ユーシン精機 代表取締役社長

「できない、無理だ、は出発点
　　 ～取出ロボットで世界へ～」

新古 祐子 氏
スターフードジャパン株式会社 代表取締役

「スターフードプロジェクトの挑戦」

ベルトラン トマ 氏
株式会社BERTRAND 代表取締役社長

「日本文化が持つ
　　グローバルビジネスの可能性」

新たな商品やサービスを生み出し、
業界をリードする数々のトップ企業を輩出してきた関西から、
第一線で活躍する経営者が来校。
東日本大震災からの復興支援の一環として、東北地方の若手経営人材と学生たちに、
創業や経営における発想の原点やポイント、
これからの東北を担う企業づくり・新事業づくりのヒントを語ります。
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先着順各回90名
参加費無料
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申込先

講 師 紹 介  

小谷 眞由美 氏
代表取締役社長

株式会社ユーシン精機 
（京都府京都市）

　ユーシン精機創業者である小谷進と婚約し、73
年ユーシン精機入社。以来、技術開発役の夫と共
に技術以外の担当役として二人三脚で経営に携わ
る。82年取締役、89年副社長就任。2002年代
表取締役社長に就任。京都経済同友会副代表幹事、
京都産業21副理事長、日本ロボット工業会副会長
などの公職を務める。2008年11月藍綬褒章受章、
2013年5月経済産業大臣賞受賞、2014年２月関
西財界セミナー賞2014　輝く女性賞受賞、2015
年2月米経済誌フォーブス「アジアのパワフルな女
性経営者50人」に選出（日本人2名）。

新古 祐子 氏
代表取締役

スターフードジャパン株式会社 
（和歌山県和歌山市）

　地域ブランドプロデューサーとして２０１０年起業。
和歌山の地域メーカーで老舗「湯浅醤油」の事業の
立ち上げから営業までを行った経験を持つ。地域を
食により活性化することを目的に商品企画開発から
販路開拓までを一気通貫して行うビジネスモデルを
確立。４年間で指導した地域食メーカーは３００社
約６００アイテムの商品を開発。その中でヒット商品
を出し、地域事業者をV字回復させる。２０１５年近
畿経済産業局主催　女性起業家応援プロジェクト
発表会にてファイナリストに選出。ファイナリストで
最多となる10社から賞を受ける。メディアでは、テ
レビ和歌山・コメンテーター、自社ラジオ番組「ス
ターフードレストラン」、わかやま新報で月間コラム
を掲載。内閣官房・政府公報誌にも掲載。

ベルトラン トマ 氏
代表取締役社長

株式会社BERTRAND
（京都府京都市）

　フランス・サンテティエンヌ生まれ。2003
年 京都大学留学、2004年フランス グルノー
ブル政治学院卒業。卒業後は国内ベンチャー企
業 に 就 職、そ の 後2008年「弁 当 箱 専 門 店 
Bento&co」設立、日本職人の誇る弁当箱を年
間約3万個以上、世界約90カ国にインターネッ
トを通じて販売。2015年 新事業"Ship&co"開
発。EC事業向け物流ソリューションに尽力。

主に関西において経済活動を展開している企業、団体、学校法人等約1,300の会員で構成される総合経済団体。1946年の設立後、財政経済、産業、
社会労働等の分野に関する諸問題について政策提言や課題解決に向けたアクションに取り組んでいる。東日本大震災復興支援では、政府等への政策
提言のほか、ボランティアバス「関経連号」の派遣、観光PRのためのイベント開催等、ニーズに即した活動を継続している。

公益社団法人 関西経済連合会
（関経連）とは

※ご来場の際は、公共交通機関をご利用下さい。

FAXまたはメールにて地域イノベーション
研究センターまでお申し込みください。
※地域イノベーション研究センターのホームページから　   
　直接お申し込みもできます。
FAX：022-217-6266　　
E-Mail：sympo2015@econ.tohoku.ac.jp
Homepage：http://rirc.econ.tohoku.ac.jp/
申込締切:各回当日の2日前
 3回分まとめての申込もできます。

「日本文化が持つ
　グローバルビジネスの可能性」

「できない、無理だ、は出発点
　　　～取出ロボットで世界へ～」
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FAX.022-217-6266 申込先：地域イノベーション研究センター

参加者氏名
フリガナ FAX 番号

住所 〒

所属機関・役職 電話番号または E-mail

10/10 （15：30～17：30） 11/15 （13：30～15：30） 12/5 （15：30～17：30） 

□ 受講する　　□ 受講しない
同伴者　（　　　）名

□ 受講する　　□ 受講しない
同伴者　（　　　）名

□ 受講する　　□ 受講しない
同伴者　（　　　）名

FAX お申し込み用紙
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5 「スターフードプロジェクトの挑戦」
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エクステンション教育研究棟6F
地域イノベーション研究センター 片平キャンパス構内図


